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2 Dp－9 青少年のためのマルチメディア食教育教材の開発と試行

○沖田千代＊　児玉満＊＊　松崎浩十＊＊

　(＊純真女子短大*＊東和大)

食　　物

　目的　思春期青少年における食生活は親の保護管理下から自立し、特に昼食等は各生徒

で選択し摂食するケースが増す。しかし、一方、健康を意識した青少年の食教育は中学・

高校では、一貫したものはない。若年からの生活習慣病の予防等が叫ばれている中、保護

者だけでなく、青少年自体への食教育に打開策の検討が望まれる。

　今回、青少年への食教育の一方策として、中高一貫学食における食事選択のためのマル

チメディア教材を作成した。バージョンアップの中途ではあるものの、簡単な試行も試み

たので、その結果も併せて報告する。

　方法　使用パーソナルコンピュータはApple社のPowe rMacin tosh。素材データの作成

は栄養計算、料理写真、音声、文字入力、統合に各々対応するソフトを使用した。教材の

使用環境はApple社のPowe rMacin toshを使用した。

　結果　試行した学食はセルフメニュー方式で定食、小鉢、一品料理等から好きな料理を

選択摂食するしくみになっている。マルチメディア教材は実際の食の場で使用可能なよう

に学食にパソコンを設置し、食教育がその場で実践に結び付くように設定した。その結果、

生徒の動きの中に、より個別への取り組みを要求する意見が出るなど、食事選択に興味を

持つ前向きの意見がでた。食教育教材のマルチメディア性が生徒に無意識に食を考えるき

っかけを与えたと考えられた。

2 Dp－10 男子高校生の肥満度と食習慣および気分状況との関係について
　戸辺敦子Ｏ丸山千寿子　（日本女大）

「目的」肥満は虚血性心疾患、脳血管疾患の危険因子であり、わが国では若年者
における増加が問題にされている。肥満は食事をはじめ種々の環境因子が発症要
因とされ、成人や思春期女子を対象とした多くの研究がなされている。しかしわ
が国では思春期男子の肥満について検討した報告は極めて少ない。そこで男子高
校生を対象として肥満度と食習慣および気分状況との関係について検討した。
「方法」栃木県内某公立高校の３年生男子313名を対象に、食習慣調査と
　■㎜■習-Ｉ-　”’－　ｗProf i 1 e of Uood states （POMS）テストを実施しその場で回収した。

体重およびインピーダンス法による体脂肪率を測定した。身長、体重から求めた

ローレル指数により、116未満のやせ群、
群とし、各群間で比較した。

116～145の普通群、146以上の肥満

「結果」有効回答数は287名(91.7%）で、やせ群は7 9名（2 7.5%）、普通群
66名（S7.8%) 、肥満群42名(14.6%)であった。やせ群では普通群に比べ　゛'･･｀-　-゛'″゛　----　　　　　--●　　　　　'166名(57.8%)、肥満群42名(14.6%)であった。やせ群では普通群に比べ、

午後のおやつ(ｐく0. 01)や夜食(pく0. 05)でパンを食べる者が多かった。肥満群
では普通群に比べ、朝食や午後のおやつを食べる者が多く(pく0. 05)、夜食をと
る者は少なかった(p<0.05)。おやつにパンを食べる者が多かった。また、悩み
や気がかりなことがある者が多く(ｐく0.05)、内容は成績のことである者が高
率だった(pく0. 01)。ダイエット経験は、肥満群は45.2%でやせ群の5. 1%、普
通群の27.7%に比べて多かった(ｐ<0.05)。 ＰＯＭＳの緊張・不安のＴ得点の
平均はやせ群48.9、普通群51.4、肥満群50.5でやせ群が他群に比して低かっ
た(pく0. 05)。男子高校生の肥満度により食習慣や気分状態に差が認められた。
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